
�ダΖり察エ萌 

 古代
こだ い

エジプト人は「人は死
し

んでも、 魂
たましい

(soul)はずっと生きる」と信
しん

じました。

だから王様や社会階級
しゃかいかいきゅう

の高
たか

い人は自分が死んだら自分の体をミイラにして保存
ほぞ ん

し

ました(preserve)。死んだ人をミイラにするのは、だいたい紀元前４６００年くら

い前に始まりました。ではどうやって古代
こだ い

エジプト人はミイラを作ったのでしょう

か。 

 最初にすることは、死
し

んだ人のおなかを切
き

って、おなかの中の物を全部
ぜん ぶ

出します。 

 次に腸
ちょう

(intestines)や胃
い

(stomach)、肺
はい

(lungs)は壷
つぼ

(pot)の中に入れます。 

 お腹
なか

の次は、頭
あたま

をきれいにします。脳
のう

は鼻
はな

から引
ひ

っ張
ぱ

って出します。でも、体

から出さない物があります。それは心臓
しんぞう

(heart)です。どうしてかというと昔
むかし

の人

は「人間は心臓
しんぞう

を使って考える」と思ったからです。だから脳
のう

は体から取
と

り出した

けど、心臓
しんぞう

はそのままにしました。 

 体の中の物を出したら、次に体を塩
しお

(salt)の入った箱
はこ

の中に入れます。そして、

100日間くらい待
ま

ちます。そうすると体が乾
かわ

きます(get dried)。 

 次に何も入ってない体の中にリネン(linen)を入れます。そしてリネンを体の周
まわ

り

にたくさん巻
ま

きます(to wrap)。 

 そして最後に死んだ人の顔
かお

のマスクをつけたらミイラの出来上がりです。 
 

ミイラの作り方の 6 つのステップを絵と文で書きましょう。 

ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3 

ステップ 6 ステップ 5 ステップ 4 


